


第64期 当社をとりまく環境の変化 
 
当連結会計年度におけるわが国経済は、東日本大震災の影響による景気の低迷から緩やかに持ち直しているものの、雇用情勢は依然厳しい状態が続いております。
また、米国経済の回復の遅れ、欧州の財政危機の影響による景気回復の停滞などにより、世界経済は依然として先行き不透明な状況が続いています。 
このような状況の中、当社グループは、光ディスクドライブの需要低迷とEMS事業の不振に加え、原材料費や中国における人件費高騰等によるコスト増加、さらに
タイ洪水の影響によるパソコン生産減の影響もあり、厳しい経営環境となりました。これに対し当社グループは、希望退職を含む構造改革を実施し、その他経費削
減にも努めてまいりました。その結果、当連結会計年度の連結売上高は26,696百万円（前期比27.6％減）、営業利益は338百万円（前期比66.3％減）、経常利益は
19百万円（前期比94.5％減）、当期純利益は89百万円（前期当期純損失1,303百万円）となりました。 



第64期 音響機器事業の状況 
 
音響機器事業の売上高は13,484百万円（前期比2.7％増）となり、営業利益は997百万円（前期比330.2％増）となりました。 
高級AV機器（ESOTERICブランド）は、SACDプレーヤーの新製品が好評を博し、特に国内での販売が大きく伸長しました。一般AV機器（TEACブランド）は、欧
米での景気停滞の影響を受け、販売は若干減速しましたが、期中に投入したPCオーディオ関連の新製品により、国内市場向け販売が好調に推移しました。 音楽制作
オーディオ機器（TASCAMブランド）は、震災の影響による国内設備需要の低迷、タイの洪水による商品供給の停滞及びコスト増、欧州の経済環境悪化による売上
減少等の問題も発生しましたが、放送局向け製品の大型受注に加え、引き続きPCMレコーダー、コンピューター用オーディオインターフェイスの販売が世界的に好
調に推移したことにより、販売が伸長し、音響機器事業全体では前期と比較して、増収増益となりました。 



第64期 情報機器事業の状況 
 
情報機器事業の売上高は12,222百万円（前期比43.4％減）となり、営業損失は640百万円（前期営業利益576百万円）となりました。 
航空機搭載用記録再生機器は年間を通して安定した販売を維持、特に新製品の投入が販売増に貢献しました。計測機器はデータレコーダーが鉄道関連を中心に概ね順調に推移しましたが、
センサー関連においてはLED用サファイア引き上げ機用ロードセルが不振に終わりました。医用画像記録機器はブランド製品の販売がOEMの落ち込みをカバーしたこと、また新製品投入
効果もあり通期を通して堅調に推移しました。ディスクパブリッシング機器は海外でのカラーリボンの販売が伸びました。通話録音機器はIT不況の中厳しい状況でしたが、第4四半期に
は市場の回復が見え販売が上向きに転じました。ソリューションビジネスはケアシステムの開発遅れで販売が大きく落ち込みました。 
光ディスクドライブは原価アップ、タイの洪水の影響によるパソコン生産減の影響が長引いたことによる販売数量の低下と光ディスクドライブの供給過剰から販売価格が大きく下落し大
幅な減収となり、情報機器事業全体でも前期と比較して減収となり営業損失を計上しました。 
















